
看
護
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

　

保
育
所
の
毎
日
勤
務
の
看
護
師
の
ア
ル
バ

イ
ト
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

h
登
録
に
は
看
護
師
の
資
格
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

m
t
保
育
課
☎
870
・
0
4
7
4

ハ
ッ
ピ
ー
会
（
大
東
市
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
、
他
神
経
筋
難
病
患
者
友
の

会
）
参
加
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Z
第
1
・
3
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
後

1
時
30
分
〜
3
時
30
分　

s
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　

n
情
報
交
換
・
交
流
会
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
会
場
準

備
・
参
加
者
の
手
伝
い
な
ど　

T
参
加
者
：

市
内
在
住
で
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
ほ
か
神
経
筋

難
病
と
診
断
さ
れ
た
方
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
：

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

m
t
四
條
畷
保
健
所
難
病
チ
ー
ム
☎
878
・
1

0
2
1
、
地
域
保
健
課
☎
875
・
2
6
6
1

主
催
＝
ハ
ッ
ピ
ー
会

ス　

ポ　

ー　

ツ

市
民
体
育
館

ボ
デ
ィ
コ
ン
バ
ッ
ト

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

Z
6
月
19
日
㈰
第
1
部
：
午
後
3
時
30
分
〜

4
時
30
分　

第
2
部
：
午
後
5
時
〜
6
時
15

分　

n
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
最
適
な
格
闘
技
の
動

作
を
取
り
入
れ
た
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
第
1
部
：
動
き
を
細
か
く
解
説
。
第
2

部
：
音
楽
に
合
わ
せ
て
実
践　

¥
第
1
部
：

無
料
、
第
2
部
：
1
0
5
0
円
（
一
部
を
義

援
金
と
し
て
送
金
）　

T
16
歳
以
上　

m
t
5
月
9
日
か
ら
市
民
体
育
館
☎
871
・

3
2
0
1募　

　
　
　
　

集

「
あ
い
さ
つ
」
運
動
の
標
語

　

「
あ
い
さ
つ
」
運
動
は
、
あ
い
さ
つ
を
通

し
て
笑
顔
を
広
げ
、
一
人
一
人
が
つ
な
が
る

こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
活
動
で
す
。
そ
ん

な
活
動
に
ふ
さ
わ
し
い
標
語
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

m
t
5
月
20
日
ま
で
に
は
が
き
（
必
着
）
か

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
（
標
題
は
『「
あ
い
さ

つ
運
動
」
標
語
』）
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
書
い
て
〒
574 － 

8
5
5
5
生
活
安
全

課
☎
870
・
4
0
1
0　

f
870
・
7
7
3
2　

Es_seikatu@
city.daito.lg.jp

　

大
東
市
の
東
部
は
山
間
部
で
、
そ
の

北
側
に
は
標
高
3
1
4
㍍
の
飯
盛
山
が

あ
り
ま
す
。
生
駒
山
地
の
北
西
部
分
の

支
脈
で
、
東
は
谷
に
よ
っ
て
完
全
に
生

駒
山
地
と
分
離
さ
れ
て
い
る
状
況
で
、

生
駒
山
地
の
中
で
は
半
島
の
よ
う
な
地

形
を
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
名
所
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
「
河か
わ

内ち

名め
い

所し
ょ

図ず

会え

」

に
は
、
形
が
飯
を
盛
っ
た
形
を
し
て
い

る
の
で
飯
盛
山
と
呼
ん
だ
名
前
の
由
来

や
、
正
平
3
（
1
3
4
8
）
年
に
楠く
す
の
き木

正ま
さ

行つ
ら

と
高こ
う
の
も
ろ
な
お

師
直
が
戦
っ
た
四し

條じ
ょ
う

縄な
わ

手て

合

戦
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
飯
盛
山
の
西
麓
に
は
、
京
か
ら

河
内
を
抜
け
高
野
山
に
向
か
う
東
高
野

街
道
や
、
北
側
に
は
大
坂
か
ら
奈
良
へ

向
か
う
清
滝
街
道
な
ど
が
あ
り
、
要よ
う

衝し
ょ
う

の
地
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
戦
国
時
代
に

は
南
北
約
1
2
0
0

㍍
、
東
西
約
5
0
0

㍍
の
範
囲
で
、
大
小

約
70
に
近
い
郭く
る
わ

を
有

す
る
飯
盛
城
が
あ
り

ま
し
た
。

　

飯
盛
城
が
、
本

格
的
に
整
備
さ
れ

た
の
は
、
享き
ょ
う

禄ろ
く

4

（
1
5
3
1
）
年
ご
ろ
、
河
内
守
護
畠は
た
け

山や
ま

氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
木
沢
長
政
が
、

細
川
晴
元
に
味
方
し
、
飯
盛
城
に
立
て

籠こ

も
っ
て
戦
っ
て
い
た
こ
ろ
と
言
わ
れ
、

そ
の
後
、
三み

好よ
し

長な
が

慶よ
し

と
晴
元
が
長
政
を

滅
ぼ
し
た
後
に
は
、
交
野
の
土
豪
、
安や
す

見み

直な
お

正ま
さ

が
入
城
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
永え
い

禄ろ
く

3
（
1
5
6
0
）
年
に
は

畿
内
を
支
配
し
三
好
政
権
を
樹
立
し
た

三
好
長
慶
が
入
城
し
、
こ
の
地
が
政

治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
と
な
り
ま
し

た
。

　

永
禄
7
（
1
5
6
4
）
年
に
長
慶
が

亡
く
な
り
、
織
田
信
長
の
入に
ゅ
う

洛ら
く

後
は
衰

退
し
、
天て
ん

正し
ょ
う

4
（
1
5
7
6
）
年
ご
ろ
、

信
長
に
よ
っ
て
つ
い
に
廃
城
と
な
り
ま

し
た
。

 

（
生
涯
学
習
課
）

第 19話
大
東
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
に
見
る
地
域
遺
産
⑧

「
夕
立
に　

虹
が
か
か
る

 

　

飯
盛
山
」

飯盛山遠景

山頂に設置された飯盛城の石柱標識と説明板

だいとう　平成23（2011）年5月号　19




